　　　　平成２１年度　第１回　第三者委員会報告
　　・開催日時　平成２２年３月２３日　１０時～１１時３０分
　　・開催場所　光が丘学園ＳＳルーム
　　・出席者　　第三者委員　　青山　　紘　　第三者委員　安井　友康

　　　　　　　　法人・施設　　理　事　長　白石　久明

施設長（苦情処理責任者）　菊地　支郎（司会）
　　　　　　　　　　　　　　　副施設長（窓口担当者）　　小野しのぶ
　　　　　　　　　　　　　　　主任指導員（園内苦情担当）横田　晃嗣（記録）
　　　　　　
１、理事長挨拶
第三者の先生方には、大変ご苦労様です。この１年間、法人・施設に対する子どもたちと保護者などからいただいた苦情について報告をいたしますが、苦情内容、対応、評価にかかわり忌憚のないご意見をいただき、今後の支援にいかしてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。
２、平成２１年度　光が丘学園苦情処理報告
　　小野窓口担当者より、平成２１年度園内苦情内容について説明を行う。
　　　・申立人（在園児　１０件　保護者　２件　）計１２件
・内　容（職員３件　園内生活５件　食事２件　）計１２件
３、第三者委員より
・子どもたちや保護者の状況が様々に変化する中で、苦情対応も多岐にわたる。
・今回説明をいただいた１２件の苦情の対応・評価については、適正に処理されている。
　・今年度から意図的に取り組んでいるグループ制の取り組みについては評価をしたい。

　・特に、子どもたちのカンファレンスは子どもたちの理解を図る上で有効である。

・一人ひとりの子どもたちの苦情に対応していくためには、いかにチームの力量を高めていくかということと、学園全体の底上げをどう図っていくかが今後の課題となろう。　また、自立を果たした子どもたちについては、公的なネットワークの構築が課題となろう。　

　・交代勤務の中では、職員がお互いに、子どもたちの状況を伝えあうことが必要。記録やメモで伝える方法などがあるが、子どものちょっとした変化にまず職員が気づくことも大切である
・様々な内容の苦情があがることが、結果的に子どもたちのより良い支援につながるものと考える。

４、苦情処理責任者（施設長）より　
　・誠心誠意、児童や家族の福祉向上のために努めていきたい。特に、苦情を受け付けるとい

うことは、学園の環境や支援の改善向上のつなげるチャンスと考える。
これからも第三者の先生方のご支援をよろしくお願いいたします。

